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広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号２

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
１
９
７
億
円
、
特
別
会
計
が
１

２２

１
７
億
１
１
４
７
万
円
、
企
業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
８
１
２
１
万
２
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
１
億
７
９
６
万
円
、
支
出
で
３
億
６
４
９
２
万
８

千
円
で
し
た
。
そ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
及
び
追
加
経
済
対
策
補
正
な

ど
を
加
え
た
予
算
額
は
、
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
、
一
般
会
計
が
２
３
５

２３

３１

億
２
１
０
１
万
１
千
円
、
特
別
会
計
が
１
２
５
億
３
１
６
４
万
７
千
円
、
企
業

会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
６
５
４
１
万
２
千
円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
７

１
７
５
万
５
千
円
、
支
出
で
２
億
６
０
４
１
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額区　　　分
４４億９，７０２万１千円４５億１，５２１万円５０億１，５００万６千円事業勘定

国民健康保険特別会計
３億２，２５６万４千円１億９，０５６万４千円３億７，２０２万２千円診療施設勘定

２３３万４千円３９３万１千円５３９万４千円老 人 保 健 特 別 会 計
４億４，０７５万６千円４億９，１３８万２千円５億９，３７６万８千円公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
１，０７６万８千円６，１４４万５千円５，３８８万６千円公 営 墓 地 特 別 会 計

６億７，７８２万３千円５億１，０３４万５千円９億５，７０２万８千円農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
３５億７，５４５万３千円３６億９，９０６万４千円３９億３，４５８万２千円介 護 保 険 特 別 会 計
７億６，８６６万７千円７億８，３２７万８千円１０億８５０万４千円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
２，３５７万１千円２，９１７万６千円３，１９８万３千円宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計
３，７２１万３千円３，８５９万７千円３，９６９万８千円戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計
７，８０８万９千円１億１９２万５千円１億１９０万４千円温 泉 事 業 特 別 会 計
４億８７７万円４億１，６０５万５千円４億１，７８７万２千円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

民生費

教育費

公債費

総務費

衛生費

土木費

農林水産業費

消防費

その他

86億92万3千円
89億5,363万6千円

62億7,427万9千円62億7,427万9千円
58億772万7千円58億772万7千円

62億7,427万9千円
58億772万7千円

34億4,279万円
27億448万円

33億7,433万7千円
33億5,266万8千円

29億1,499万9千円
24億7,283万3千円

21億7,751万9千円
20億4,762万3千円

17億7,476万6千円
12億1,129万3千円

13億3,710万6千円
10億3,060万6千円

9億8,420万5千円
8億7,301万1千円

12億4,101万円
9億5,330万1千円

予算額
支出済額
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から５月３１日までの出納整理期間の収入額と支出額を含めていないため、決算額とは異なります）

※平成２３年３月３１日現在の住民基本台帳人口４６，３３４人で算出。

○市民一人当たりの一般会計予算額　507,640円

○市民一人当たりの市税額　102,603円

民生費　１３５，４１４円 教育費　７４，３０４円 公債費　７２，８２６円 衛生費　４６，９９６円総務費　６２，９１３円

その他　２６，７８３円土木費　３８，３０４円 農林水産業費　２８，８５８円 消防費　２１，２４２円



広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号３

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

県支出金

繰越金

諸収入

地方消費税交付金

その他

予算額
収入済額

86億92万3千円86億92万3千円
89億5,363万6千円89億5,363万6千円
86億92万3千円
89億5,363万6千円

62億7,427万9千円
58億772万7千円

47億5,399万2千円
46億7,506万円

32億2,678万円
24億551万9千円

26億513万8千円
17億2,613万8千円

13億2,849万9千円
3億9,254万7千円

5億5,204万5千円
5億5,204万5千円

5億4,653万円
4億8,764万9千円

3億9,170万円
4億2,519万円

15億1,540万4千円
11億6,097万3千円

一般会計 ����������������������

����������	
	���������	
�������

（※収入済額及び支出済額は、平成２３年３月３１日現在のもので、平成２１年度からの繰越分を含み、平成２３年４月１日

■問い合わせ■　
総務部　財政課　財政グループ
�５２－１１１１　（内線３７５・３７６）

常陸大宮市告示第２７号
　平成２３年５月３１日
常陸大宮市長　三次　真一郎

市 債 の 状 況
実負担割合現　　　在　　　高区　　　　　分

３３．０％（８６億８，７００万円） ２６２億８，８８２万円一 般 会 計

３０．０％（４，４６５万円） １億４，８８２万円国保診療施設勘定

５４．６％（１７億５，６４１万円） ３２億１，７７７万円公 共 下 水 道 事 業

４８．４％（２１億２，４３３万円） ４３億９，１１０万円農業集落排水事業

５２．９％（１億１，６５７万円） ２億２，０５０万円戸別浄化槽整備事業

６８．３％（１９億２，０８１万円） ２８億１，０５３万円簡 易 水 道 事 業

３０．０％（３，７５７万円） １億２，５２３万円宅 地 造 成 事 業

３０．０％（１，５０５万円） ５，０１８万円温　 泉　 事　 業

１００．０％（１２億２，０１１万円） １２億２，０１１万円上 水 道 事 業

４１．４％（１５９億２，２５０万円） ３８４億７，３０６万円合　 　 　 　 計

　（　　）内の金額＝市債の中には国から補てんされるものがあるため、市債からそれ
らを除いた、実際に市が負担する見込み額です。

　資本的支出額２億４，９４３万２千円に対しての資本的収入額の不足額１億８，２１７万４千
円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税資本的収支調整額及び当年度分損
益勘定留保資金で補てんしました。

水道事業会計 ［地方公営企業法第４０条の２第１項の規定に基づく公表］

２５，８１１人給 水 人 口

１０，０６７件給 水 件 数

２，９０１，６１１㎡／年有 収 水 量

１０，５９６�一日最大給水量

９，２９４�一日平均給水量

８３．８０％有 収 率

業務の状況
収支率収支額予算額区　　分

１０１．２％
６億７，３６１万

２千円
６億６，５４１万

２千円
収入収　

益 ９３．６％
６億２，２８５万

３千円
６億６，５４１万

２千円
支出

９３．７％
６，７２５万
８千円

７，１７５万
５千円

収入資　

本 ９５．８％
２億４，９４３万

２千円
２億６，０４１万

３千円
支出

予算の執行状況

主　な　財　産

山林、原野等
６，３７９，２８５．７０㎡

基金及び出資金
７７億３５２万９千円

建物
２７９，３９６．４０㎡

公共施設敷地
４，８２９，２８９．０６㎡

宅地
７，２２９．５８㎡

車
２４５台
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日
本
に
生
息
す
る
イ
ノ
シ
シ
は
、
通
常

　

〜　
�
で
、
１
０
０�
を
超
え
る
も
の

５０

６０

も
い
ま
す
。
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
つ
き

は
、
藪
山
の
移
動
に
適
し
て
い
ま
す
。
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嗅
覚
は
敏
感
で
、
土
中
の
タ
ケ
ノ
コ
な

ど
を
見
つ
け
て
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

鼻
先
を
使
っ
て
、　

〜　
�
の
重
さ
の

５０

６０

物
で
も
動
か
し
た
り
、
地
面
を
掘
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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臆
病
で
注
意
深
い

た
め
、
め
っ
た
に
人

前
に
姿
を
現
し
ま
せ

ん
。
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湿
地
な
ど
に
転
が
っ
て
泥
遊
び
を
す
る

「
ぬ
た
う
ち
」
が
大

好
き
で
す
。
ぬ
た
う

ち
は
、
虫
を
取
り
除

い
た
り
、泥
を
付
け
て

虫
よ
け
な
ど
の
た
め

に
行
う
行
動
で
す
。
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人
間
が
い
な
け
れ
ば
昼
間
で
も
、
エ
サ

を
求
め
て
田
畑
に
出
没
し
ま
す
。
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ド
ン
グ
リ
、
ク
ズ
の
根
茎
、
タ
ケ
ノ
コ

な
ど
を
好
ん
で
食
べ
、
乳
熟
期
の
稲
や
野

菜
、
イ
モ
類
、
マ
メ
類
も
食
べ
ま
す
。

　

柿
な
ど
は
地
面
に
落
ち
た
果
実
だ
け
で

な
く
、
枝
を

折
り
食
害
す

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ヘ
ビ
や
ミ

ミ
ズ
、
昆
虫

類
な
ど
も
食

べ
ま
す
。
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出
産
期
は
４
月
か
ら
５
月
。
平
均
４
、

５
頭
を
出
産
し
、
大
人
に
な
る
の
は
そ
の

半
数
で
す
。
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１�
程
度
ま
で
な
ら
飛
び
越
え
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
柔
軟
な
た
め
、
大
人
の

イ
ノ
シ
シ
で
も　
�
の
隙
間
を
く
ぐ
り
ぬ

２０

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
短
足
で
す
が
、
時
速　
�
以

４０

上
で
走
る
こ
と
が
で
き
、「
猪
突
猛
進
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
急
停
止
、
急
旋
回

も
で
き
ま
す
。
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収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
樹
な
ど
は
農

地
に
放
置
せ
ず
、
簡
単
に
取
ら
れ
な

い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
だ
り
、
埋

設
す
る
な
ど
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

　
�
家
庭
か
ら
出
た
生
ご
み
、
ク
ズ
野
菜

を
堆
肥
が
わ
リ
に
農
地
や
庭
先
に

放
置
せ
ず
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
利

用
し
て
堆
肥
化
し
ま
し
ょ
う
。
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�
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
等
の
お
墓
の
供
え

物
は
、
お
参
り
が
終
わ
っ
た
ら
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。　
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�
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場
所
と
な
り
や
す

い
林
縁
部
の
草
地
は
、
定
期
的
な
草

刈
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
あ
ぜ
を

シ
ー
ト
で
覆
う
こ
と
で
、
草
刈
り
を

省
力
化
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
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�
野
生
鳥
獣
の
餌
場
や
隠
れ
家
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に
雑
草
を
刈

る
か
、
耕
転
を
し
て
雑
草
の
生
育
を

抑
え
ま
し
ょ
う
。

　
�
家
畜
（
牛
や
ヤ
ギ
な
ど
）
を
放
牧
し

た
り
、
防
護
柵
で
囲
ん
だ
り
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
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イ
ノ
シ
シ
は
、
防
護
柵
の
上
を
跳
び
越

え
る
よ
り
も
、
防
護
柵
の
隙
間
や
下
か
ら

く
ぐ
り
抜
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
野
生
獣
が
侵

入
し
や
す
い
こ
れ
ら
の
隙
間
を
な
く
す
こ

と
が
、
す
べ
て
の
防
護
柵
に
共
通
す
る
設

置
や
維
持
管
理
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

下
の
表
は
防
護
柵
の
種
類
と
特
徴
で

す
。
金
網
フ
ェ
ン
ス
と
電
気
柵
は
よ
り
高

い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

農
林
課　

農
林
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
�
　

－

１
１
１
１

５２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
０
２

各
総
合
支
所　

経
済
建
設
課（
直
通
）

山　

方　
�
　

－

６
８
１
１

５７

美　

和　
�
　

－

３
８
５
１　

５８

緒　

川　
�
　

－

３
９
９
３　
　

５６

御
前
山　
�
　

－

２
１
１
４

５５

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
に
は
、「
狩
猟
」
と

「
有
害
捕
獲
（
許
可
捕
獲
）」
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

狩
猟
は
、
狩
猟
鳥
獣
を　

月　

日
か
ら

１１

１５

３
月　

日
の
狩
猟
期
間
に
定
め
ら
れ
た
方

１５

法
で
捕
獲
す
る
も
の
で
、
野
生
鳥
獣
を
捕

獲
す
る
に
は
、
狩
猟
免
許
と
狩
猟
者
登
録

が
必
要
で
す
。

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
は
、
農
作
物
等
の
被
害

防
止
の
た
め
、
市
の
許
可
を
受
け
て
野
生

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
方
法
で
今
年
度
は
、
年

３
回
実
施
し
ま
す
。　

　

有
害
鳥
獣
の
う
ち
、
イ
ノ
シ
シ
の
昨
年

度
の
捕
獲
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
��
�
�
	

�

�
�
�
��
�
�
	

�

計銃罠

１２０１２大　宮

１１０１１山　方

２０２美　和

１１３８緒　川

２６６２０御前山

６２９５３計

平成２２年度イノシシ捕獲実績

◆◆◆各種防護柵の種類と特徴◆◆◆

　なお、防護柵設置に対する補助制度がありますので、詳しくは市役所経済建設部農林課または総合支所経済建
設課までお問い合わせください。

電気柵ネット･金網フェンストタン板防護柵

・アルミ線、針金あるいは金属
線を編みこんだロープなど
を使用する。

・２５０円～１，０００円／�程度

・金属線を編みこんだ獣害専
用ネットが効果的

・押し広げられにくいように１０�
以下の網目の大きさがよい。

・２００円～１，２００円／�程度

・幅８０�のトタン板が効果的
・２００円～５００円／�程度

資材の
特徴と価格

・漏電防止のため、雑草に電線
が触れないよう定期的に下
草を除草する。

・侵入方向にネットを垂らし
て侵入防止を図る。

・つなぎ目や地面の間に、隙間
をつくらないように設置

ポイント

設　置　例



広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号６

　

縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
竪
穴
住
居
１

軒
、
屋
外
炉
１
基
な
ど
が
い
ず
れ
も
調

査
区
北
側
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

竪
穴
住
居
は
平
面
円
形
で
、
柱
穴
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
床
面
付

近
か
ら 
尖  
底  
土  
器 
（
先
の
尖
っ
た
縄
文

せ
ん 
て
い 
ど 

き

土
器
）
や
石
の
矢
じ
り
の
未
完
成
品
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か

ら
、
縄
文
早
期
中
葉
（
約
８
千
年
前
）

の 
田  
戸  
下  
層  
式 
の
住
居
跡
と
考
え
ら
れ

た 

ど 

か 
そ
う 
し
き

ま
す
。

　

縄
文
時
代
早
期
の
住
居
跡
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
は
県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
例
が

な
く
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

中
世
の
遺
構
と
し
て
、
地
下
の
穴

　

基
が
発
見
さ
れ
、
近
世
の
遺
構
と

１２し
て
、
お
墓
７
基
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
調
査
区
域
南
側
の

区
域
に
固
ま
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

門
井
地
区
に
は
「 
光 

ひ
か
り 

堂 
」
と
い
う

ど
う

字
名
が
存
在
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て

考
え
る
と
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
、
こ
の
区
域
は
「
光
堂
」
と
呼
ば

れ
る
仏
教
関
連
施
設
が
存
在
し
、
周

辺
は
墓
域
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

▲縄文時代早期の住居跡▲矢じり

▲尖底土器

久慈川久慈川久慈川
緒川緒川緒川

門井門井門井

那珂川那珂川那珂川
玉川玉川玉川

門井地区

293

123

118

　

平
成　

年　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
、
御
前
山
地
域
門
井
地
区
で
中
山
間
総
合
整
備

２２

１０

１２

事
業
に
伴
っ
た
岡
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

岡
原
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
幅
広
い
時
代
の
遺
跡
で
、
今
回
の

調
査
で
も
、
縄
文
時
代
早
期
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
世
や
近
世
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

時
代

原　　始古　　代

旧石器縄　　文弥生古墳奈良平　安

主
な
で
き
ご
と

狩
猟
・
採
集
の
く
ら
し

ナ
イ
フ
形
石
器
が
使
わ
れ
る

細
石
器
文
化

弓
矢
の
使
用

土
器
の
出
現

狩
猟
・ 
漁  
労 
・
採
集
の
く
ら
し

ぎ
ょ 
ろ
う

飾
り
の
あ
る
土
器
が
つ
く
ら
れ

る大
規
模
な
集
落
と
貝
塚
が
で
き

る稲
作
文
化
は
じ
ま
る

卑
弥
呼
が
邪
馬
台
国
を
治
め
る

大
和
政
権
誕
生

聖
徳
太
子
が
摂
政
に
な
る

平
城
京
に
都
を
お
く

東
大
寺
の
大
仏
が
造
ら
れ
る

平
安
京
に
都
を
お
く

平
将
門
の
乱

紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
記
す

藤
原
道
長
が
摂
政
に
な
る

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る

�
�
�
�
�



広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号７

　

奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
、

竪
穴
住
居　

軒
、
掘
立
柱
建
物
１
棟
が

１２

発
見
さ
れ
ま
し
た
。　

　

８
世
紀
後
半
か
ら
９
世
紀
の
集
落
跡

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
集
落
の
特
徴
を

示
す
よ
う
に
、
墨
書
土
器
が
多
く
発
見

さ
れ
ま
し
た
。　

　

な
か
で
も
、 
朱  
墨  
書  
土  
器 
と
、 
多  
文 

し
ゅ 
ぼ
く 
し
ょ 
ど 

き 

た 

も

 
字 
・ 
人  
面  
墨  
書  
土  
器 
が
発
見
さ
れ
た
こ

じ 

じ
ん 
め
ん 
ぼ
く 
し
ょ 
ど 

き

と
は
特
に
注
目
す
べ
き
点
で
す
。

　

朱
墨
書
土
器
と
は
赤
い
墨
で
文
字
が

書
か
れ
た
土
器
で
、
当
時
貴
重
品
で

あ
っ
た
朱
墨
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
注
目

で
す
。　

　

多
文
字
・
人
面
墨
書
土
器
は
、
墨
に

よ
り
人
の
顔
が
描
か
れ
、
か
つ
多
く
の

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内

で
は
出
土
例
が
少
な
い
も
の
で
す
。
ま

た 
丈
部 
氏
と
関
連
の
あ
っ
た
集
落
で

は
せ
つ
か
べ

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

▲中世の地下の穴
▲近世のお墓から見つかった
　キセルや寛永通宝

▲朱墨書土器

▲多文字・人面墨書土器 ▲人面部分を拡大

さ
い
ご
に

　

岡
原
遺
跡
発
掘
調
査
に
は
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
常
陸
大
宮
市
の
、
歴
史
や
文
化
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
郷
土
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
む
た
め
に
も
、
今
後
と
も
埋
蔵

文
化
財
の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

�
問
い
合
わ
せ�

　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

 

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
３
４
４

５２

中　　世近　　世

鎌　倉室　町安土桃山江　　戸

源
頼
朝
が
幕
府
を
開
く

親
鸞
が
浄
土
真
宗
を
広
め
る

元
、
冠
襲
来

足
利
尊
氏
が
幕
府
を
開
く

南
北
朝
対
立

応
仁
の
乱

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長 
自  
刃 

じ 
じ
ん

豊
臣
秀
吉
全
国
統
一

徳
川
家
康
が
幕
府
を
開
く

徳
川
光
圀
が
水
戸
藩
主
と
な
る

赤
穂
浪
士
が
討
ち
入
り

徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革

黒
船
来
航

桜
田
門
外
ノ
変

大
政
奉
還



広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号８

　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

２３

例
会
が
、
６
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
開
会

１４

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

承
認
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

　

平
成　

年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
４

会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

（
敬
称
略
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

岡
部　

郁
子　
（
中
富
町
）

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

そ
の
他

　

そ
の
他 

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会
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▲左から佐藤さん、関さん、桑名輝美さん、
　桑名利一さん、茨城みどり農協野上専務

▲左から石川部会長　茨城みどり農協柏代表理事組合長、
　舘野大宮・山方支部長、茨城みどり農協大金指導員
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号９

敬称略
《常陸大宮市医師確保基金へ》

鈴木　則子
500,000円

《奨学基金へ》

海鮮食堂　ばん（大塚恵三社長）
110,285円

　

６
月　

日
、
御
前
山
地
域
で
、「
磯
山
さ

１０

や
か
の
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」
は
、
タ
レ
ン
ト

で
い
ば
ら
き
大
使
の
磯
山
さ
や
か
さ
ん

が
、
県
内
の
観
光
地
や
特
産
品
な
ど
を
紹

介
す
る
テ
レ
ビ
企
画
で
、
毎
週
金
曜
日
の

午
前　

時　

分
頃
か
ら
テ
レ
ビ
朝
日
の

１０

５０

「
ち
い
散
歩
」
内
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
ば
ら
き
の
自
然
体
験　
常
陸
大
宮
市

編
」
は
、
す
で
に
７
月
１
日
に
放
送
さ
れ
、

あ
ゆ
の
塩
焼
き
の
試
食
と
那
珂
川
で
の
カ

ヌ
ー
教
室
の
シ
ー
ン
を
通
し
て
、
常
陸
大

宮
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 「

磯
山
さ
や
か
の
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」

　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
宮
市
で
ロ
ケ

�������	
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　平成２３年６月１２日に紙のさとで第
２回まちづくりネットワーク会議が
開催されました。また、会場に隣接
されたギャラリーでは、山方漆ソサ
エティの作品展が開催中でもあり、
活動を知っていただくため、参加者
に見ていただきました。
　この会議は、市内で活動するグループが集い、情報
交換を通じて各活動に役立てようとするものです。各
グループは、それぞれが新聞などで紹介されることも
ありますが、詳しい活動内容はお互いが理解不足の状
況でした。
　まだ会議は２回目で、顔合わせから少し進んだ程度
でしたが、秋まつりを計画しているグループと、映画
の自主上映グループの協力が具体化するなど、効果の
見える会議でした。
　また、インターネットを利用した情報発信や、大学
生、集落支援員の参加を得られたことは、会議の複合
的な進展を感じました。

▲撮影の様子　左：磯山さやかさん



広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号１０

　

６
月　

日
、
第
２
回
常
陸
大
宮
市
ま
ち

１２

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
「
紙
の
さ

と
和
紙
資
料
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
団
体　

団
体
の
う
ち　

団
体
が
参

１２

１０

加
し
、
団
体
の
代
表
者
と
集
落
支
援
員
、

そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
個

人
、
茨
城
大
学
の
学
生
な
ど
約　

人
が
今

４０

年
度
上
半
期
に
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
の
な
か
で
は
、
前
回
の
会
議
で
知

り
合
っ
た
団
体
が
、
お
互
い
の
活
動
に
協

力
・
参
加
を
始
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
「
盛
金

Ｗ
Ａ
Ｃ
協
議
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
「
シ
ネ

フ
ァ
ン　

」
が
映
画
会
で
協
力
す
る
予
定

２１

で
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
団
体
同
士
の

連
携
協
力
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、

こ
の
よ
う
な
横
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ

う
支
援
し
合
う
こ
と
と
常
陸
大
宮
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://hitam
aru.hum

.ibaraki.ac.jp/
netw

ork/index.htm
　

ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
情
報
発
信
を

始
め
ま
し
た
。
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
、

hitachiom
iya

で
す
。
こ
ち
ら
も
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

登
録
団
体　

・
フ
ロ
イ
デ
Ｄ
Ａ
Ｎ

・
西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存
会

・
Ｙ . 
Ｕ . 
Ｓ . 
や
ま
が
た
漆
ソ
サ
エ
テ
ィ

・
舟
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
大
好
き
い
ば
ら
き
常
陸
大
宮
市

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協
議
会

・
御
前
山
ダ
ム
環
境
セ
ン
タ
ー

・ 
桜 
蕾
   

乃
会

お
う 
ら
い

・
お
が
わ
花
の
会

・
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
協
議
会

・（
財
）山
方
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

・
シ
ネ
フ
ァ
ン　
２１

・
塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会 

　

市
で
は
、
６
月　

日
か
ら　

日
の
５
日

２０

２４

間
、
今
年
度
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
に
採
用
と

な
っ
た
職
員
の
地
方
自
治
体
実
地
体
験
研

修
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
地
方
自
治
体
で
実
務
等

を
体
験
し
、
幅
広
い
視
野
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
人
事
院
公
務
員
研
修
所
が

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

金
融
庁
、
総
務
省
、
農
林
水
産
省
か
ら

の
３
人
の
研
修
生
は
、
市
営
牧
場
で
の
受

託
牛
の
飼
育
体
験
や
す
ぐ
対
応
課
で
の
道

路
補
修
業
務
、
市
民
課
等
で
の
窓
口
業
務

を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
に
と
っ
て
今
回
の
研
修
は
、
市

町
村
職
員
や
市
民
と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
で
地
方
自
治
体
の
実
態
を
知
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
す
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
開
催

国
家
公
務
員
の

　

 

初
任
行
政
研
修
を
受
け
入
れ

▲優勝した舟生ソフトの皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年７月号１１
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長
倉
地
区
の 
蒼  
泉  
寺 

そ
う 
せ
ん 
じ

に
は
水
戸
藩
の
家
老
を

務
め
た
結
城
寅
寿
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
結
城
寅

寿
（ 
朝  
道 
）
は
文
政
元

と
も 
み
ち

年
（
一
八
一
八
）、
水

戸
藩
の
家
老
結
城
家
の

次
男
と
し
て
江
戸
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
同
七
年

（
一
八
二
四
）
兄
の
死

に
よ
り
七
才
に
し
て
家

督
を
継
ぎ
千
石
の
結
城

家
を
相
続
し
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
英
俊
の
ほ

ま
れ
高
く
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に

江
戸
藩
邸
に
出
仕
す
る
と
同
十
一
年
に
は

二
十
三
才
の
若
さ
で
若
年
寄
に
就
任
し
ま

し
た
。
異
例
の
出
世
で
用
達
（
執
政
）
と

な
り
、
十
二
才
年
上
の
藤
田
東
湖
と
並
び

称
さ
れ
る
藩
の
重
鎮
で
し
た
。

　

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
五
月
、
幕
政

に
も
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
九
代

藩
主
斉
昭
が
幕
府
か
ら
謹
慎
を
命
ぜ
ら

れ
、
長
男
の
慶
篤
が
十
代
藩
主
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
斉
昭
が
幕
府
よ
り
咎

め
を
受
け
た
原
因
に
つ
い
て
幕
府
側
は
、

 
浪  
人  
体 
の
者
を
召
し
抱
え
た
こ
と
、
水
戸

ろ
う 
に
ん 
て
い

藩
の
財
政
難
を
打
開
す
る
た
め
蝦
夷
地
を

領
地
と
し
て
与
え
て
ほ
し
い
と
再
三
幕
府

に
示
し
て
い
た
こ
と
、
領
内
の
寺
院
を
破

却
し
た
こ
と
な
ど
七
か
条
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
斉
昭
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
細
か
く
回

こ
れ
を
憐
れ
み
、
ひ
そ
か
に
寺
内
に
葬
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
氏
家
（
栃
木
県
さ
く

ら
市
）
に
在
住
し
て
い
た
結
城
の
縁
者
に

よ
り
墓
石
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
城
寅
寿
と
同
時
代
の
水
戸
藩
の
学
者

青
山
延
寿
の
孫
に
あ
た
る
山
川
菊
栄
は
、

結
城
の
処
刑
の
状
況
を
知
る
人
物
が
初
め

て
人
に
語
っ
た
回
想
と
し
て
、
処
刑
は
前

触
れ
な
く
侍
が
三
、
四
人
や
っ
て
き
て
、

獄
舎
の
役
人
に
口
止
め
料
と
し
て
五
両
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
、
運
び
こ
ま
れ
た
棺
桶

は
武
士
の
用
い
る
寝
棺
で
は
な
く
粗
末
な

座
棺
だ
っ
た
こ
と
、
殺
害
さ
れ
る
際
、
結

城
は
最
期
ま
で
公
正
な
審
理
を
求
め
訴
え

続
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

※
参
考
文
献　

山
川
菊
栄
『
覚
書
幕
末
の

水
戸
藩
』
岩
波
文
庫
・『
水

戸
市
史
中
巻
（
四
）』

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
���
���
���
��
�

ゆ
う 
き 
と
ら 
じ
ゅ

答
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
咎

め
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
結
城

寅
寿
と
そ
の
一
派
が
幕
府
に 
讒  
言 
し
た
た

ざ
ん 
げ
ん

め
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

幕
府
と
の
対
立
を
深
め
る
斉
昭
や
藤
田

東
湖
ら
改
革
派
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
藩

内
の
保
守
派
を
排
除
す
る
姿
勢
を
強
め
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
結
城
は
重
臣
で
も
あ

り
、
保
守
派
の
筆
頭
と
目
さ
れ
、
斉
昭
か

ら
強
い
怨
み
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
斉
昭

は
懇
意
に
し
て
い
た
幕
府
老
中
阿
部
正
弘

へ
送
っ
た
書
状
の
中
で
、
自
分
と
対
立
す

る
家
臣
十
五
名
に
つ
い
て
そ
の
処
罰
を
請

う
て
い
ま
す
が
、結
城
寅
寿
に
つ
い
て
は
、

「 
奸  
物 
の
首
領
」
と
し
て
自
分
を
退
け
て

か
ん 
ぶ
つ

権
力
を
振
る
う
つ
も
り
で
あ
る
、
と
記
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
弘
化
元
年
十
一
月
、
斉
昭
は
謹

慎
を
解
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
改
革

派
の
勢
力
が
増
大
し
、
保
守
派
の
面
々
は

藩
内
抗
争
に
敗
れ
る
形
で
処
罰
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
処
罰
の
理
由
は
「
藩

主
の
暗
殺
を
企
て
た
」
な
ど
と
い
う
根
拠

の
乏
し
い
も
の
で
、
尋
問
も
取
り
調
べ
も

な
い
一
方
的
な
処
分
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

斉
昭
か
ら
「
奸
物
の
首
領
」
と
目
さ
れ
た

結
城
寅
寿
と
そ
の
子
一
万
丸
、
結
城
派
の

 
興  
津  
良  
恭 
や
医
師
の 
十  
河  
祐  
元 
ら
も
捕
ら

お
き 
つ 
よ
し 
や
す 

そ 
ご
う 
ゆ
う 
げ
ん

え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
長
倉
は
松
平
氏

の
領
地
で
陣
屋
が
あ
り
ま
し
た
が
、 
獄  
舎 
ご
く 
し
ゃ

は
そ
の
一
角
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
結
城

親
子
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
、

長
倉
の
刑
場
で
死
罪
と
な
り
、
結
城
派
の

他
の
面
々
も
他
藩
に
ま
で
及
ぶ
厳
し
い
探

索
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
前
年
の
十
月
に
は
江
戸
を
中
心
と

し
た
関
東
地
方
で
大
地
震
が
起
き
（
安
政

江
戸
地
震
）、
死
者
四
千
余
人
、
倒
壊
家
屋

一
万
余
戸
と
い
う
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
こ
の
地
震
で
水
戸
の
両
田
と
い
わ
れ

た
家
老 
戸  
田  
忠  
敞 
と
側
用
人
藤
田
東
湖
が

と 

だ 
た
だ 
あ
き
ら

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
斉
昭
は
二
人
の
重

臣
を
失
い
、
藩
内
の
対
立
は
ま
す
ま
す
激

し
さ
を
増
し
ま
す
。
一
説
に
は
、
腹
心
東

湖
の
死
に
よ
り
、
斉
昭
の
行
動
を
家
臣
が

押
さ
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
保
守
派

へ
の
粛
清
が
一
気
に
進
ん
だ
、
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

結
城
寅
寿
の
遺
骸
は
、
藩
命
に
よ
り
「
打

ち
捨
て
」
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
処
刑
場
に

隣
接
す
る
蒼
泉
寺
の
住
職
、 
米  
庵  
天  
貢 
が

べ
い 
あ
ん 
て
ん 
こ
う ▲長倉陣屋のあと

▲結城寅寿の墓
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　子どもたちは夏休みを迎えました。プールや海水浴場がにぎわう季節です。そこ
で気をつけたいのが水の事故です。一瞬の油断が重大な事故につながります。普段
以上に気配り、目配りをして子どもたちを悲惨な水難事故から守りましょう。
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　｢悪ふざけ｣は、やがてエスカレートして取り
返しのつかない事故を招くこともあります。浮
き輪を使っているからと安心せずに注意深く監
視し、適宜休憩を取らせましょう。

�������	
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　川、堰、ため池等、危険な場所を把握し、危
険と思われる場所を通る時には、注意するよう
日頃から教えておきましょう。
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　危険な場所で遊んだり、水遊びをしている子
どもを見た時は、「危険な理由」を教えて、安
全な場所で遊ばせましょう。
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　事故は、保護者がちょっと目を離した隙に多
く発生しています。目を離さず、子どもだけで
の水遊びを禁止しましょう。
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　���連携出動�とは、消防ポンプ車（������）が、救急要請の内容により出動し、救急車（���
�������）の活動を支援する連携活動のことで、双方の頭文字から����と呼ばれています。消防車
にも���や応急処置器材を積載し、救急隊員と同資格を有する隊員が乗車していますので、ご安心
ください。
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　�救急車を呼んだのに消防車まで来た！�と驚かれる場合もあるかもしれませんが、
市民の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

�１１９番の電話の内容から心肺停止が疑われる時。
�２階以上に傷病者がいて、搬送困難な時。
�交通量の激しい場所で、傷病者の安全を確保する
必要がある時。

�ドクターヘリや防災ヘリを運用する時。
�その他救急隊の活動を支援する必要があると判断
した時

など

｢ＰＡ連携｣で出動するのは｢ＰＡ連携｣で出動するのは
　　　　　　　　こんな時です　　　　　　　　こんな時です
｢ＰＡ連携｣で出動するのは
　　　　　　　　こんな時です
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電力消費のピークは午後2時頃
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節電はいつすればいいの？
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どんな電気製品が使われているの？
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　５月２５日、緒川地域のオカリーナの森で宗次郎
氏によるコンサートが開かれました。
　今回で５回目となったコンサートには、市内外
から約１３０人の方が訪れました。
　演奏には、自身の手作りのオカリナを使用して

いるとのことで、この日のコ
ンサートでも、宗次郎氏が型
をおこし土をこね、窯で焼き
上げたオカリナが使用されま
した。土が生み出す優しい音
色は騒音のない森のなかを響
きわたり、訪れた人々の心を
癒してくれました。

　５月２８日、市環境市民会議環境学習・広報部会
主催による野草を味わう会が開かれ、薬草研究会
会員６人を含む３２人の方が参加しました。
　茨城生物の会会員の藤田弘道氏を講師に迎え、
緒川地域のふれあいの森で野草の観察と採取を
行ったあと、緒川総合センターで野草を使った調
理を行い、春の野草を味わいました。

　参加者は、野草の
名前や食べ方、野草
が育つ環境や自然の
大切さについて学
び、有意義な時間を
過ごしました。

▲野草を使ったおひたし

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 3 0.31
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

46.29kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の
杉の木約3.31本分が1年間に吸収する
CO２量に匹敵します。

▲親水公園に到着すると、バラをみて
突然走り出すひたまる
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　常陸大宮市の花の「バラ」が咲く、
辰ノ口親水公園に行ってきました。

▲きれいなバラに羽根で触れようとし
たらチクリととげが刺さりました

▲そっと匂いを嗅いでみると、
とってもいい香りがしました


